
折鶴           松下 幹生           

 

たった一つ あなたが折れる 折り紙が 
均整とれた 折り鶴で 
私に勇気を くれる鶴 
あなたの優しさ 滲み出る 
きっと元気に なるからね 
ベッドから あなたの笑顔 仰ぎ見る 

 
 
目覚めたら あなたが側で 居眠りを 
座ったままで 項垂れて 
その手に折り鶴 握られて 
疲れているのね ごめんなさい 
桜の頃には 歩けるワ 
約束よ あなたと並び 散歩する 

 
 
目が霞む 意識が濁る その中で 
あなたが部屋に 飛び込んで 
しっかりしろよと 手を握る 
私の命は 仕舞うのか 
あなたと約束 守れずに 
折り鶴を 握ったこの手 ちからつく 

 
 


